
平成 20 年（2008 年）岩手・宮城内陸

地震で発生した多数の山地災害。

何度も発生してきた河川の氾濫や冷害。

たくさんの自然災害と向き合い、知恵を

あわせ、工夫を繰り返してきた先人たちの

自然災害との共生と豊穣の大地の物語

いとなみが、この地域に豊かさと多様な文化をはぐくんできました。

栗駒山麓ジオパークでは、この経験を未来へ伝えるため、栗駒山麓の地形・景観を教育、学術研究、観光、防災な

どに活用し、持続可能な地域づくりを目指しています。

残雪の栗駒山と平野部の田植え風景

栗駒山麓ジオパーク推進協議会

栗駒山麓ジオパーク推進協議会は、宮城県栗原市をふくむ36の団体により2013年 7月7日に設立されました。

栗原市、栗原市教育委員会、栗原市中学校校長会、栗原市小学校校長会、国土交通省東北地方整備局 北上

川下流河川事務所、林野庁東北森林管理局 宮城北部森林管理署、独立行政法人 東北職業能力開発大学校、

独立行政法人 国立花山青少年自然の家、宮城県北部地方振興事務所 栗原地域事務所、宮城県北部土木事

務所 栗原地域事務所、公益財団法人 宮城県伊豆沼・内沼環境保全財団、栗原市区長会連合会、栗っこ農

業協同組合、宮城県農業共済組合栗原支所、迫川上流土地改良区、栗駒高原森林組合、栗原南部商工会、

若柳金成商工会、栗駒鶯沢商工会、一迫花山商工会、東日本旅客鉄道株式会社 くりこま高原駅、一般社団

法人　栗原青年会議所、一般社団法人 栗原市観光物産協会、栗原市文化財保護審議会、栗駒山観光協会、

株式会社ゆめぐり、くりはら振興株式会社、花山地域開発株式会社、栗駒山麓ジオガイド、栗駒山山岳指

導隊、花山山岳会、栗駒の自然を守る会、一般社団法人 くりはらツーリズムネットワーク、花山漁業協同

組合、迫川漁業協同組合、伊豆沼漁業協同組合

36団体（2018年6月現在）

栗駒山麓ジオパーク推進協議会



ジオパーク活動の核となる 5 つの専門部会と、より踏み込んだ具体的な協議を進めるため、専門部会員に新たなメ

ンバーを加えた期限付きのワーキンググループを設置。ワーキングの目標を達成するまでそのメンバーで活動します。

専門部会

推進体制図

市民と関係機関との協議によ

り、栗駒山麓ジオパークの事業

推進にともなう具体的な各種事

業等を各専門部会に分かれ協議

します。なお、座長は部会を代

表し、運営委員会に出席します。

総会で決定した基本方針に基づ

き、各専門部会の意を集約して

情報共有を図り、庁内推進会議

からの助言をふまえて結果を取

りまとめ、協議会の事業推進に

あたり、方向性を決定する実質

的な事業推進機関となります。

栗駒山麓ジオパーク推進協議会

36 団体で構成し、年間事業計

画、収支予算、栗駒山麓ジオパー

クの基本方針等を決定し、ジオ

パークによる地域活性化をめざ

す推進母体となります。

総務、企画、市民生活、商工観光、建設、会計

管理者、教育、上下水道、医療局、消防本部

専門部会から提出される計画等への助言及び庁

内への啓発

防災教育、学術研究等の普及推進活動

観光、宿泊、輸送、体験交流等の普及推進活動

ガイド実践、ガイド養成、人材育成等の普及推

進活動

ジオサイト調査・選定、カルテ管理、保護・保

全活動

ジオ読本作成ワーキング
小・中学校の強化担当教諭を中心に、ジオパーク学習等で活用

する副読本を作成するワーキング

観光・ツーリズムワーキング
市内観光事業実践者を中心に、ジオの資源と栗原の観光を結び

つけ、地域の経済的発展等を検討するワーキング

ジオ商品開発ワーキング
市内商工業の関係者を中心に、ジオに関連した商品開発により

地域経済を循環させる仕組みを検討するワーキング


